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はじめに









は多数あるが,「 誕生の経緯 について」論 じら
れているのは次の2点 である。
　菅沼利光の 「椋鳩十における読書運動の展開」
(1994年)注2)で は,椋 が 「母 と子 の二十分間読
書」以前に 「農業文庫」 を提唱 し農村部への読
書運動を実践したことを述べている。
　福永義 臣注3)の「『母 と子の20分 間読書」運動
の軌跡一 その出発点 ・流水小学校一」(1995年






確立す る過程 と深 く関わっていると考えた。




























制定で図書館運営が大 きく変化 し,今 までの資
料保存の図書館か ら地域住民の生活に密着 した
住民本位の図書館活動(館 外サービス)注7)に取




















































　　県立図書館 は第二線 図書館,つ ま り間接
　　サービス機関であるとの認識を基に,県 立
　　から第一線図書館たる市町村立図書館に蔵
　　書の塊 を送 り(貸 出文庫)こ こで市町村立
　　の蔵書とあわせて住民にサービスする注10}
と椋が述べているとお りである。このような図














文庫の蔵書構成は,住 民の要求 をいれ,地 域性
を考慮 している。外国文学(14%)日 本文学
(28%)児 童書(20%)社 会科学(10%)哲 学,
歴史,自 然科学,生 活,(各4%)な どである。
貸出文庫の冊数は50冊 単位で1つ の貸出文庫出
張所 に200冊 ～500冊 を配本 し,交 換 される図書
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の1割 ～3割 は新刊書 をもって編成されていた。
鹿 見 鳥県 立 図 書 館









































　　県の農政部 ・林政部 ・県中央農協 ・県教委
　　産業教育課などと共同経営のかたちをとり,
　　各課か ら委員を出して農業文庫推進委員会
　　 をつ くり,図 書の選定からグループ運営の
　　研究をしたのです。 この方法によって農業
　　図書を使 う人たちの組織作 りがしやす くな
　　 り,農 業に関する専門的な本 も集め られ利
　　用 されるようになったのです。注13)






いた。蔵書構成は農業経営 ・畜産 ・酪農 ・農薬
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農機具 ・農業技術な どの各面 より600冊 の新刊






　これ ら 「貸出文庫」「農業文庫」の取 り組みが,
後に述べ る椋の 「母 と子の二十分問読書」の構
想にも影響 していると考えられる。つまり,配
本するだけではな く,対 象 となる読者の生活そ




















　　五百 もの 「農業研究サークル」 を作 り,農
　　村青年のための 《農業文庫》 を設けた。そ
　　 して月二,三 回,そ の道の専門家を交えて





　　あれば貸 し出す という,農 民の積極的な意
　　欲を期待 し,「実生活に適 した」本の構成
　　であ り,「農業文庫」を読み研究すること
　　で,農 民の生活向上を期待 した 「文庫」で
　　あったことがうかがわれる注'61























　　 して きた。定期的に,子 もたちに本を読ん
　　でやったり,母 親を集めて読書の話をした




　　かけた。子 どもたちは,図 書館 になかった
　　 り,あ っても手元において何度も読んでみ
　　たい本を先生に依頼するようになった。注'8)




　 1.先 生が子 どもたちに本を読む。
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　　子 どもたちに定期的にさまざまな本を読む






　 3.子 どもの希望する本を買 う。
　　子どもが手元において何度でも読みたい と
　　思う本を購入する。






　1958(昭 和33)年4月,流 水小学校(鹿 児島
県薩摩郡宮之城町)に 堀 内徹校長が着任 した。
流水小学校は,湯 田温泉の温泉町の中ほどに位
置 してお り,当 時の児童数は250人 ほどで,全
世帯数の半分が農家,残 りの半分が勤め人 と商
人 という構成であった。




　 とか して心 を開いて,自 由に話し合える子 ど
　 もにかえることはできないだろ うか」「純朴
　だが,消 極的で,自 ら口を開 くことをしない
　 こどもたちが多い」「テレビが珍 しい時代で,
　校 区内の温泉旅館に見に行 く子が多 い」「マ







な実践を1958(昭 和33)年 頃か らはじめた。
　 1.校 長室に本 を置いて,は じめは掃除に来
　　て くれる子に 「お母さんに読んであげたら」
　　 と持たせて帰 らせていた。
　 2.「 校長室に本がおいてあって,校 長先生が
　　貸 して くれる」 と掃除当番以外の子 どもが
　　来て本を自宅に持って帰る子 どもが増えた。
　 3.(本 を借 りる)人 数が増えてきたので,担
　　任の先生にもお願い して,な るべ く手間の
　　省ける方法で,貸 出の事務 をとって貰った。
　　「読書カー ド」 を子 どもに書かせてそれを
　　貸 し出 しカー ドとして提出していた。












提供 したにも関わらず,本 を読む という基本が
浸透 しないことに悩 んでいた時期であった。そ




子 どもたちに本 を読む」 ということで,読 書を
継続 させることが実践の要 と考えたと思われる。
















て,椋 の提案する 「母 と子の二十分間読書」 に
取 り組 んでいく。これを長続きさせるために事
前の説明会を入念に行い,婦 人学級 をとおして
その趣 旨と要領が伝えられ,各 家庭 で実施 され
た。
　 この取 り組みを行 う時の椋の考えたねらいは
以下のようである。
　 まず,子 どもが音読 をすることである。子が
音読することで母は聞くだけで,知 識を得た り,








子 どもの本を読む意欲 を継続 させることになる
のである。
⑤ 「母 と子の二十分間読書」の成果








　　 ようになったからでしょう。 また,こ んな
　　 ことで,子 どもの勉強の手伝いがで きるの
　　 だった らと,親 に子 どもの学習 をみてやる
　　 自信ができたことも見逃せない収穫です。
　　子 どもたちがマンガから遠のいたこともた




　 まず,読 書力が伸びたと評価 している点であ
る。 これは,椋 が当初期待 したであろう自主的
な読書意欲の向上に結びついたと考えてよいだ
ろう。マ ンガか ら遠ざかった りテレビジプシー





































　 しか し,配 本システムが住民本位のシステム
として機能してい くためには住民 自らが 「本」
を必要としなければ成立 しないのである。「農








なり,図 書館長 になるまで奉職 していたのであ






















枠を越 えて,市 町村の図書館 ・公民館等に貸出
してい く。当時の常識では考えにくいこのダイ




























作 り上げるなかで始 まったことが明 らかになっ
た。
注記
注1)『 子 どもの本と読書運動』日本子 どもの本の





注3)福 永義臣:九 州国際大学教員　 日本図書館
　　 協会図書館学教育部会会員
注4)『 椋鳩十の世界』(1982)た か しよいち著
　　 理論社p.15.『 村 々に読書の灯 を』(1997)椋
　　 鳩十著　本村寿年編　理論社p.170「 作家椋
　　 鳩十 として広 く知られていたが,図 書館人 と
　　 しては新人であったに もかかわ らず,着 任
　　 早々か ら数々の図書館活動 を実践 した」
注5)注4)同 著p.10昭 和26年 第一回図書館専門

















　　五.分 館,閲 覧所,配 本所などを設置し,及
　　　び自動車文庫,貸 出文庫の巡回を行うこと。
注8)注6)同 著p.179「 昭和26年 度　概要報告
　　(昭和23年～26年)」1951年3月 鹿児島県立図
　　書館協議会議事録















注17)注14)同 著p.90「 しかし,こ うした農業文




注19)「 母 と子の20分 間読書」運動の軌跡一 その













　　 とることがで きた とい うのである」
図4)立 体的読書活動一鹿児島県読書活動調査報
　　告一 日本図書館協会(1962)
　 ・:
